
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす市民像】 

地域に愛着と誇りを持ち、相手の価値観を認め、人と人とのつながりを大切にしな

がら、丹波市をより良いまちにするために、当事者意識を持って活躍する人。 

【めざすまちの姿】 

人口減少社会においても、地域が活力を維持し、市民一人ひとりが活躍できる力を

育み、丹波市を持続可能で豊かなまちにするために、他者と喜びを分かち合い、協働

しながら主体的な学びを支えあうまち。 

【知識循環型生涯学習のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まなび人
びと

 
生涯学習に 

興味関心を持ち、 

取り組む、 

まなび人を増やそう 
まなび人が増えること

で、「同じことを学ぶ人

と情報共有したい」「さ

らに学びを深めたい」と

考える人が増える 

<基本理念> 

たんばにひろげる まなびの輪 
～豊かな資源を活かした生涯学習環境づくり～ 

 

まなび里の取り組みが広

がることで、学びに興味

や関心を持つ人が増える 

まなび里
ざと

 
地域の魅力に気づき、 

学びを生かすことができる、 

まなびの里をつくろう 

まなび力
りょく

 
継続して学び、 

主体的に学びをつくる、 

まなび力を育てよう 

まなび力が育まれることで、

学びの幅が広がり、主体的に

まちづくりに参加する人が増

える 

資料⑧ 追加資料 
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○丹波市まなびの里づくり協議会設置条例 

平成28年３月16日 

条例第８号 

（設置） 

第１条 丹波市生涯学習基本計画（以下「基本計画」という。）に規定する基

本目標達成に向け、生涯学習活動を提供する多様な主体が協働し、丹波市に

おける生涯学習の推進を図るため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第

138条の４第３項の規定に基づき、丹波市まなびの里づくり協議会（以下

「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、次の事項について協議し、及び検討する。 

(１) 生涯学習活動を行う団体等の事業の総合的な調整に関すること。 

(２) 生涯学習活動に関する各種の提言に関すること。 

(３) 生涯学習活動の推進及び普及に関すること。 

(４) その他基本計画の基本目標達成に向けて必要な事項 

（組織） 

第３条 協議会は、委員20人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(１) 識見を有する者 

(２) 社会教育委員 

(３) スポーツ推進審議会委員 

(４) 校長の代表 

(５) 生涯学習活動の機会を提供する団体等が推薦する者 

(６) 公募による市民 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とし、再任は妨げない。ただし、補欠により就任

した委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 協議会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長

が議長となる。 
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２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ、これを開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

 

４ 議長は、会議において必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意

見を聴き、又は必要な書類の提出及び説明を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、まちづくり部において処理する。 

（その他） 

第８条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委

員長が会議に諮り、これを定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

（有効期限） 

２ この条例は、平成37年３月31日限り、その効力を失う。 
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丹波市まなびの里づくり協議会委員名簿

（敬称略、順不同）

委 員 の 選 出 基 盤 氏 名 所 属 等

岡 田 龍 樹 天理大学副学長　人間学部教授

萬 浪 佳 隆
兵庫県公民館連合会会長
兵庫県社会教育委員

　②社会教育委員 荒 木 伸 雄 丹波市社会教育委員の会議　議長

　③スポーツ推進審議会委員 山 内 佳 子 丹波市スポーツ推進審議会　会長

　④校長の代表 村 岡 正 典 丹波市小学校長会

伏 田 雅 子 丹波市人権・同和教育協議会　副会長

増 南 文 子 丹波青少年本部　副本部長

角 悟 丹波市文化協会　会長

出 町 慎
地域から考える学びの未来会議
コアメンバー

山 本 龍 之 丹波市自治会長会　理事

酒 井 礼 子 丹波市俳句協会　副会長

中 瀬 ま さ 子 丹波市地域高齢者学級連絡会　副代表

松 井 宣 子 東っ子サポートスタッフ

蔦 木 伸 一 郎 公募委員

和 田 八 壽 夫 公募委員

松 本 佳 則 公募委員

久 下 悟 公募委員

　①識見を有する者

　⑤生涯学習活動の機会を
　　提供する団体等が推薦
　　する者

　⑥公募委員


